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児
童
扶
養
手
当
に
は
、
手
当
の
受
給
開

始
か
ら
５
年
経
過
す
る
と
、
手
当
月
額
の

２
分
の
１
を
支
給
停
止
す
る
と
い
う
「
一

部
支
給
停
止
」の
規
定
が
あ
り
ま
す
。「
一

部
支
給
停
止
」
の
適
用
を
受
け
ず
に
手
当

を
受
給
す
る
た
め
に
は
、
就
労
状
況
等
の

届
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

届
出
が
必
要
と
な
る
人
に
は
、
６
月
末

ま
で
に
個
別
に
案
内
文
書
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
内
容
を
確
認
の
う
え
、
毎
年
８
月

に
実
施
し
て
い
る
現
況
届
（
年
に
一
度
の

更
新
手
続
き
）
の
手
続
き
の
際
に
、
必
要

書
類
を
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

※ 

な
お
、
届
出
が
な
い
場
合
は
、
手
当
月

額
が
２
分
の
１
に
減
額
さ
れ
ま
す
。

　

毎
年
６
月
23
日
～
29
日
の
１
週
間
は

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」
で
す
。

　

「
男
女
共
同
参
画
社
会
」
と
は
、「
男

女
が
、
社
会
の
対
等
な
構
成
員
と
し
て
、

自
ら
の
意
思
に
よ
っ
て
社
会
の
あ
ら
ゆ
る

分
野
に
お
け
る
活
動
に
参
画
す
る
機
会
が

確
保
さ
れ
、
も
っ
て
男
女
が
均
等
に
政
治

的
、
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
利
益

を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
、
か
つ
、
共
に

責
任
を
担
う
べ
き
社
会
」
と
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
男
女
が
よ
き
パ
ー
ト

ナ
ー
と
し
て
お
互
い
の
人
権
を
尊
重
し
、

職
場
、
学
校
、
地
域
、
家
庭
な
ど
に
お
い

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発
揮
し

て
、
一
人
ひ
と
り
が
責
任
を
分
担
し
な
が

ら
支
え
合
い
、
心
豊
か
で
充
実
し
た
生
活

を
送
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
で
す
。

　

こ
の
週
間
を
機
会
に
、
男
女
が
と
も
に

支
え
合
い
、
心
豊
か
に
自
分
ら
し
く
生
き

る
こ
と
に
つ
い
て
考
え
、
実
践
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　叙勲受章者が、4月29日に発令されました。
受章おめでとうございます。
瑞宝双光章
 防衛功労  佐藤 明男氏（西町）
 警察功労  倉田 美智夫氏（長篠町）

▶問合せ　協働推進課　秘書
広報係（☎95-0112）

情
報
公
開
制
度・個
人
情
報
保
護
制
度
の
実
施
状
況
の
公
表

平成29年度情報公開制度実施状況

実施機関

処理状況 不服申立て

件数
決定内容

件数
裁決内容

全部開示 部分開示 非開示 認容 棄却 却下

市長 14 4 10 0 0 0 0 0

教育委員会 10 0 10 0 0 0 0 0

水道事業管理
者の権限を行う
市長

3 3 0 0 0 0 0 0

合計 27 7 20 0 0 0 0 0

※「部分開示」および「非開示」には、文書不存在を含みます。

平成29年度個人情報保護制度実施状況
【開示請求】

実施機関

処理状況 不服申立て

件数
決定内容

件数
裁決内容

全部開示 部分開示 非開示 認容 棄却 却下

市長 12 5 7 0 0 0 0 0

教育委員会 1 0 1 0 0 0 0 0

農業委員会 1 0 1 0 0 0 0 0

合計 14 5 9 0 0 0 0 0

※「部分開示」および「非開示」には、文書不存在を含みます。
【訂正請求等】0件　　【是正の申出】0件

○
情
報
公
開
制
度

　

市
政
に
関
す
る
情
報
（
公
文
書
）
を
市

民
の
皆
さ
ん
の
請
求
に
応
じ
て
開
示
す
る

情
報
公
開
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
開

示
を
請
求
で
き
る
文
書
は
、
平
成
元
年
４

月
１
日
以
降
に
作
成
し
、
保
有
し
て
い
る

文
書
、図
書
、写
真
な
ど
で
す
。
た
だ
し
、

個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
す
も
の
、
法

人
の
正
当
な
利
益
を
損
な
う
も
の
な
ど
は

開
示
で
き
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
お
け
る
情
報
公
開
制
度

の
実
施
状
況
は
、
左
記
の
と
お
り
で
す
。

○
個
人
情
報
保
護
制
度

　

市
の
機
関
が
保
有
す
る
自
己
の
個
人
情

報
の
開
示
、
訂
正
・
利
用
停
止
・
削
除
を

請
求
す
る
権
利
を
明
ら
か
に
し
、
個
人
の

権
利
利
益
を
保
護
す
る
た
め
に
個
人
情
報

保
護
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
に
お
け
る
個
人
情
報
保
護

制
度
の
実
施
状
況
は
、
左
記
の
と
お
り
で

す
。

▼
問
合
せ　

総
務
課　

総
務
係
（
☎

（95）
０ 

１
１
３
）

児
童
扶
養
手
当
を
受
給
し
て
い

る
人
へ
お
知
ら
せ

子
ど
も
課 

児
童
家
庭
係（

☎
（95）
０
１
２
０
）

危険業務従事者叙勲 受章者

男
女
共
同
参
画
週
間

「
走
り
出
せ
、
性
別
の
ハ
ー
ド

ル
を
超
え
て
、
今
」

協
働
推
進
課 

協
働
人
権
係

（
☎

（95）
０
１
４
４
）
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欠
員
と
な
っ
て
い
た
南
陽
地
区
の
民
生

委
員
・
児
童
委
員
が
こ
の
た
び
委
嘱
さ
れ

ま
し
た
。
委
員
は
次
の
と
お
り
で
す
。

・
新
池
１
丁
目
担
当　

野
村
美
代
子
委
員

　

（
☎

（81）
５
６
６
５
）

　

電
動
生
ご
み
処
理
機
の
無
料
貸
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
貸
出
し
台
数　

１
世
帯
に
つ
き
１
台

▼
貸
出
し
期
間　

１
か
月
以
内

▼
申
込
み　

利
用
開
始
希
望
日
の
１
か
月

前
か
ら
当
日
ま
で
の
間
に
、
環
境
課
窓
口

で
利
用
申
請
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

電
話
で
も
仮
予
約
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
が
、
メ
ー
ル
で
の
利
用
申
請
は
で
き

ま
せ
ん
。

※ 

電
動
生
ご
み
処
理
機
の
使
用
に
必
要
な

電
気
代
は
ご
本
人
の
負
担
に
な
り
ま
す
。

　

６
月
に
開
催
し
ま
す
リ
ユ
ー
ス
マ
ー

ケ
ッ
ト
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

市
内
で
、
４
Ｒ
（
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ

ク
ル
・
リ
フ
ュ
ー
ズ
・
リ
デ
ュ
ー
ス
）
の

活
動
に
取
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

▼
と
き　

６
月
30
日
㈯　

午
前
10
時
～
正

午
（
雨
天
中
止
） 

▼
と
こ
ろ　

福
祉
の
里
八
ツ
田
南
駐
車
場
、 

メ
ー
プ
ル
け
や
き
駐
車
場

▼
出
店
資
格　

事
業
目
的
で
は
な
い
一
般

の
人
（
市
外
在
住
の
人
も
可
）

▼
出
品
で
き
る
も
の　

家
庭
か
ら
出
た
使

用
可
能
な
不
要
品
、
手
作
り
品
な
ど

▼
出
店
料　

無
料

▼
ブ
ー
ス
の
大
き
さ　

間
口
３
ｍ
×
奥
行

２
ｍ

▼
応
募
ブ
ー
ス
数　

32
ブ
ー
ス（
先
着
順
）

※ 

複
数
ブ
ー
ス
の
申
込
み

は
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

場
所
の
指
定
は
で
き
ま

せ
ん
。

▼
申
込
み　

６
月
21
日
㈭
午
後
５
時
ま
で

に
環
境
課
窓
口
で
申
込
み
用
紙
に
ご
記
入

い
た
だ
く
か
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

で
氏
名
、
住
所
、
連
絡
先
、
出
品
す
る
も

の
を
ご
記
入
の
う
え
、
環
境
課
（
Ｆ
Ａ
Ｘ

（83）
１
１
４
１　

Ｅ
メ
ー
ル　

kankyo@
ci 

ty.chiryu.lg.jp

）へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
電
話
で
の
受
付
は
で
き
ま
せ
ん
。

※ 

申
込
み
用
紙
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

県
教
育
委
員
会
で
は
、
子
育
て
で
気
に

な
る
こ
と
の
あ
る
人
、
お
子
さ
ん
に
障
が

い
の
可
能
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
人
、
お

子
さ
ん
の
就
学
に
つ
い
て
相
談
し
た
い
人

等
に
早
期
教
育
相
談
を
実
施
し
ま
す
。

　

相
談
は
予
約
制
で
無
料
で
す
の
で
、
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

７
月
30
日
㈪　

午
前
９
時
30
分

～
午
後
４
時

▼
と
こ
ろ　

西
三
河
総
合
庁
舎
（
岡
崎
市

明
大
寺
本
町
）

▼
対
象　

乳
幼
児
（
０
歳
以
上
）
か
ら
平

成
31
年
度
に
新
し
く
小
学
１
年
生
に
な
る

子
ど
も
（
６
歳
ま
で
）
と
そ
の
保
護
者

▼
申
込
み　

６
月
29
日
㈮
ま
で
に
学
校
教

育
課
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
は
、

地
球
温
暖
化
防
止
の
た
め
、
６
月
21
日

か
ら
７
月
７
日
ま
で
施
設
や
事
業
所
、

家
庭
な
ど
の
電
気
を
消
し
（
ラ
イ
ト
ダ

ウ
ン
）、節
電
を
お
願
い
す
る
も
の
で
す
。

　

電
気
を
消
す
こ
と
で
い
か
に
照
明
を

使
用
し
て
い
る
か
を
実
感
し
、
地
球
温

暖
化
に
つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
く
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

▼
特
別
実
施
日

・
６
月
21
日
㈭
〔
夏
至
の
日
〕

・ 

７
月
７
日
㈯
〔
七
夕
・
ク
ー
ル
ア
ー

ス
デ
ー
〕

▼
実
施
時
間　

午
後
８
時
～
10
時

ク
ー
ル
ア
ー
ス
デ
ー
と
は

　

地
球
環
境
の
大
切
さ
を
国
民
全
体

で
再
確
認
し
、
年
に
一
度
、
低
炭
素

社
会
へ
の
歩
み
を
実
感
す
る
と
と
も

に
、
家
庭
や
職
場
に
お
け
る
取
組
を

推
進
す
る
た
め
の
日
と
し
て
、
平
成

20
年
度
に
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

▼
問
合
せ　

環
境
課　

環
境
保
全
係

（
☎

（95）
０
１
５
４
）

市長出張ふれあいトーク
　市長が各町の公民館に出向き、市政（まちづくり）に
ついてお話しした後、市民の皆さんと自由に語り合います。
　お住まいの地域に関係なく、どなたでもご参加いただ
けます。お気軽にお越しください。
▶とき・ところ
・6月26日㈫　上重原町公民館
・6月29日㈮　西中町第1公民館
・7月11日㈬　弘法公民館
※いずれも午後7時から開催します。
▶申込み　不要。当日直接お越しください。
▶問合せ　協働推進課　秘書広報係（☎95-0112）

ラ
イ
ト
ダ
ウ
ン

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

CO2削減

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
委
嘱

福
祉
課 

保
護
援
護
係（
☎

（95）
０
１
４
９
）

早
期
教
育
相
談
を
実
施
し
ま
す

学
校
教
育
課 

学
校
教
育
係

（
☎

（95）
０
１
３
６
）

電
動
生
ご
み
処
理
機
の

貸
出
し
に
つ
い
て

環
境
課 

ご
み
減
量
係（
☎

（95）
０
１
２
６
）

リ
ユ
ー
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト

出
店
者
募
集

環
境
課 
ご
み
減
量
係（
☎

（95）
０
１
２
６
）
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　妊娠に気づき、診断を受けて妊娠が確
認できたら、すぐに届出をしましょう。
　健やかな妊娠・出産のために、毎月1
回（妊娠24週以降は2週間に1回、36週
以降は1週間に1回）、定期的に妊婦健診
を受け、母体の健康と胎児の成長を確認
しましょう。
　母子手帳と妊産婦・乳児健康診査受診票（公費負
担による受診券）を保健センターで交付しています。
〇マタニティクラス
▶と　き　毎週火・木曜日　午前10時から
▶内　容　母子手帳と受診票の交付のほか、妊娠中
の様々な相談にもお答えしています。

　また、助産院や県外の医療機関で受診した場合、
妊産婦・乳児健康診査分（診察と指定項目の検査費
用）の自己負担額を、未使用の受診票の回数に応じ
て限度額の範囲内で助成します。
　詳しくは保健センターまでお問合せください。
▶問合せ　保健センター（☎82-8211）

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品（
後
発
医
薬
品
） 

は
、
新
薬
の
独
占
販
売
期
間
が
終
了
し
た

後
に
販
売
が
許
可
さ
れ
る
医
療
用
医
薬
品

の
こ
と
で
す
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
は

開
発
経
費
が
か
か
ら
な
い
分
、
安
価
で
あ

り
、
厚
生
労
働
省
の
基
準
を
ク
リ
ア
し
て

い
る
安
全
な
薬
で
す
。

▼
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
へ
の
切
替

　

医
師
へ
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
処
方

を
希
望
す
る
こ
と
を
伝
え
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
、
す
べ
て
の
医
薬
品
に
該
当
の

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
が
あ
る
わ
け
で
は

な
く
、
治
療
内
容
に
よ
り
適
さ
な
い
こ
と

も
あ
り
ま
す
の
で
、
効
能
、
効
果
等
も
あ

わ
せ
て
医
師
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

▼
差
額
通
知
書
に
つ
い
て

　

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
差
額
通
知
書

を
年
４
回
送
付
し
ま
す
。
対
象
は
20
歳
以

上
の
国
保
被
保
険
者
で
、
左
表
の
調
剤
月

に
お
け
る
薬
剤
の
自
己
負
担
相
当
額
が

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
に
切
り
替
え
た
と

き
、
300
円
以
上
安
く
な
る
可
能
性
が
あ
る

場
合
で
す
。

　

県
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
自

分
の
家
庭
で
生
活
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち

を
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
温
か
い
愛
情
と
理

解
を
持
っ
て
養
育
す
る
里
親
を
募
集
し
て

い
ま
す
。
里
親
の
話
を
聞
い
て
み
ま
せ
ん

か
。

▼
と
き　

７
月
６
日
㈮　

午
前
10
時
30
分

～
正
午

▼
と
こ
ろ　

衣
浦
東
部
保
健
所　

大
会
議

室▼
内
容　

里
親
制
度
の
説
明
、
養
子
縁
組

型
里
親
、
養
育
型
里
親
の
体
験
発
表

▼
申
込
み　

不
要

　

静
岡
県
掛
川
市
の
掛
川

花
鳥
園
で
自
然
と
の
触
れ

合
い
と
ラ
ン
チ
バ
イ
キ
ン

グ
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

８
月
19
日
㈰　

福
祉
の
里
八
ツ
田
に
午
前

８
時
30
分
集
合
・
出
発
、
午
後
４
時
30
分

頃
帰
着
予
定

▼
対
象　

市
内
在
住
の
母
子
・
父
子
家
庭

の
親
子（
中
学
生
以
下
の
子
ど
も
に
限
る
。）

▼
定
員　

45
人
（
先
着
順
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

▼
参
加
費

・
大
人
（
中
学
生
以
上
）　

１
千
200
円

・
小
学
生　

700
円

・
小
学
生
未
満　

無
料

※
当
日
に
集
金
し
ま
す
。

▼
申
込
み　

７
月
２
日
㈪
～
27
日
㈮
に
社

会
福
祉
協
議
会
窓
口
（
福
祉
の
里
八
ツ
田

内　

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
）
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
。

※ 

出
来
る
限
り
平
日
に
お
申
込
み
く
だ
さ

い
（
土
曜
日
の
申
込
み
も
可
能
）。

　

陸
・
海
・
空
の
合
同
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。
消
防
車
・
船
舶
・
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が

参
加
し
て
、
海
上
で
発
生
し
た
災
害
を
想

定
し
た
訓
練
を
実
施
し
ま
す
。

▼
と
き　

７
月
19
日
㈭　

午
前
10
時
か
ら

（
少
雨
決
行
）

▼
と
こ
ろ　

衣
浦
港
中
央
ふ
頭
東
２
号
・

３
号
岸
壁
（
碧
南
市
玉
津
浦
町
）
お
よ
び

そ
の
周
辺
海
域

▼
参
加
機
関　

16
機
関
、消
防
車
等
20
台
、

船
舶
７
隻
、
航
空
機
１
機
、
参
加
人
数　

約
150
人

差額通知書の送付予定

調剤月 送付月

4月 6月

7月 9月

10月 12月

1月 3月

母子手帳交付時に、マタニティキー
ホルダーとシールを配布しています。

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

国
保
医
療
課 

国
保
年
金
係

（
☎

（95）
０
１
２
３
）

社
会
福
祉
協
議
会

ひ
と
り
親
家
庭
交
流
会

社
会
福
祉
協
議
会（
福
祉
の
里
八
ツ
田
内

☎
（82）
８
８
３
３
）

平
成
30
年
度

衣
浦
港
消
防
防
災
訓
練

衣
浦
東
部
広
域
連
合
消
防
局 

消
防
課

（
☎

（63）
０
１
３
４
）

里
親
養
育
体
験
発
表
会

刈
谷
児
童
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎

（22）
７
１
１
１
）

に気づいたら早めに届出をしましょう妊 娠
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▶募集人数　5人程度
▶応募資格　保育士、社会福祉士もしくは教諭免許を
有する人、または高等学校卒業以上であって児童福祉
事業に2年以上従事していた人で、昭和27年4月2日以
降に生まれた人
▶職務内容　児童センターまたは放課後児童クラブ業
務
▶勤務時間　月～土曜日のうち週5日以内（月21日以
内）で午前7時30分～午後7時のうち1日5時間45分以
内（時差出勤など変則勤務になります。）
▶勤務先　市内の児童センターまたは放課後児童クラ
ブ
▶報酬　月額175,200円
▶選考方法　面接（面接日時は、応募者へ個々に連絡
します。）
▶応募方法　午前8時30分～午後5時15分（土・日曜
日、祝日を除く。）に、市販の履歴書に写真1枚（上半
身脱帽、正面向きで6か月以内に撮
影したもの）を貼付し、資格を証明
するものを添えて子ども課へ提出し
てください。（随時受付）
▶問合せ　子ども課　児童家庭係
（☎95-0120）

　市内には花の名勝や史跡など多くの見どころがあります。これら
の見どころを観光ガイドボランティアと一緒にまわりませんか。
　今回は、第6回目の参加者を募集します。どなたでも参加できま
すが、小学生以下は保護者同伴でお願いします。
　当日は、歩きやすい服装、靴の着用をお願いします。

▶と　き　7月8日㈰　午後0時30分～3時（予定）
▶定　員　15人（先着順）
▶参加費　無料（買物は自己負担です。）
▶申込み・問合せ　6月18日㈪～29日㈮に経済課（☎95-0125）へ。

▶募集人数　2人程度
▶応募資格　満63歳未満の健康な人で、普通自動車運
転免許（オートマチック限定免許不可）を取得している人
▶職務内容　廃棄物の収集運搬および分別、ごみ集積
所の簡単な修繕、不法投棄物や動物死体の収集、不法
投棄禁止看板等の各種設置、環境課が行う事業の補助
※上記以外も必要に応じて行う場合があります。
※作業服、安全靴を貸与します。
▶雇用期間　平成30年8月1日㈬～6か月間
※�勤務成績に応じて2週間後に再雇用あり。最長満70
歳まで更新の可能性あり。
▶勤務時間　月～金曜日で午前9時～
午後3時30分（1日5.5時間・休憩1時間）
※祝日、イベント時や年末の出勤あり。
▶賃金　時給940円
※5日間の有給休暇あり（1時間単位で取得可）
※手当なし、社会保険加入なし、雇用保険加入あり
▶選考方法　7月17日㈫午前9時から面接（応募者多
数の場合は、面接時間を個々にご連絡します。）
▶応募方法　6月18日㈪～29日㈮午後5時（土・日曜
日、祝日を除く。）に市販の履歴書に写真1枚（上半身
脱帽、正面向きで6か月以内に撮影したもの）を添付し、
資格を証明することができるもの（写し可）を添えて
環境課へ提出してください。
▶問合せ　環境課　ごみ減量係（☎95-0126）

東海道松並木

大あんまき

■コース
観光交流センター　　　　慈眼寺・馬市跡

　　　藤田屋（あんまき手焼き体験・買物）

馬市の碑・東海道松並木　　　　観光交流センター

児童厚生員を募集します 臨時職員（分別作業員）を募集します

第6回参加者募集

～あんまき手焼き体験ツアー～
ガイドとまち歩き　池鯉鮒ぶらっとツアー


